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1 次審査 特定者選定公開ヒアリング

[ 第 3回審査部会 ]

技術提案書

受付開始

所在地　　　　 広島県豊田郡大崎上島町大串字西崎
設備用途　　　学校校舎、体育館、寮、グラウンド
敷地面積　　　約 110,000㎡
延べ床面積　　13,200㎡程度
用途地域及び地区の指定　
　　　　　　　容積率、建ぺい率、日影規制の指定なし
　　　　　　　広島県景観条例　大規模行為届出対象地区
主要構造　　　特に指定なし
建設工事費　　約 3,909,000 万円程度
　　　　　　　( 建築・電気・機械・外構工事を含む )
建設期間　　　約 13 ヶ月

1）プロポーザル趣旨
「最高の学校を島に作る」
昨今、グローバル化の進展などにより、あらゆる資源が国

境を越えて行き交い、社会経済システムから一人一人の日常

生活に至るまで、広範な分野に影響を与えています。急速な

人口減少社会の中、近い将来、日本の労働人口の約半数が就

いている職業が、人工知能やロボット等で代替できるように

なると指摘されるなど、より一層変化の激しい、先行き不透

明な社会となることが予測されています。本県は、こうした

危機を乗り越える「鍵」は、「教育」に他ならないと考えます。

平成 26 年 12 月には、「広島版『学びの変革』アクション・

プラン」を策定しました。プランでは、育成すべき人材像と

して「広島に学んだことに誇りを持ち、胸を張って『広島』、『日

本』を語り、高い志のもと、世界の人々と協働して新たな価

値 ( イノベーション ) を生み出すことのできる人材」を掲げ、

すべての子供たちに「生涯にわたって主体的に学び続ける力」

を育成することとしています。そして、目指すべき教育の方

向性として、「知識を活用し、協働して新たな価値を生み出

せるか」を重視する「コンピテンシーの育成を目指した主体

的な学び」を進めていくこととしました。

しかし、目指すべきモデルが存在せず、各学校で具体的な

内藤廣
内藤廣建築設計事務所
東京大学名誉教授

寺田拓真
広島県教育委員会事務局教育部
学びの変革推進課長

亀山英治
大崎上島町副町長

長澤悟
教育環境研究所理事長
東洋大学名誉教授

吉村薫
広島県教育委員会事務局教育部
高等教育指導課長

宮地正人
広島県土木建築局
建築技術部長

イメージに関する共通認識を持つことができないといった課

題が生じています。これは、諸外国においても共通の課題で

あり、各国において様々な実践・研究が行われていますが、

現時点では明確な解決策は確立されていません。

そこで、今般、「学びの変革」が目指す理想像として、突

き抜けた取組を実践する「全寮制の中高一貫教育校」を新た

に設置することとしました。この学校は、「国際社会の持続

的な平和と発展を牽引するグローバルリーダー」を育成する

とともに、県全体の教育水準向上を牽引する学校です。

この学校では、日本の教育と世界の教育のそれぞれの長所

を融合させることにより、世界のどこにもない「新たな教育

モデル」を創造していきます。教育内容、学校建築、いずれ

についても、国内外の英知を結集した、世界に誇るべき「夢

の学校」となることを目指します。

一方で、「学びの変革」を早期に実現するため、県を挙げ

て本校の早期開校を目指していることから、建設工期の短縮

に向けた工夫が求められるとともに、イニシャルコストの抑

制はもちろん、地球環境への配慮やランニングコストの低減

など、持続可能性に対する配慮も重要となります。

4.3 . グローバルリーダー育成校（広島叡智学園）

大崎大島

拡大図範囲

←広島市街地

錦織亮雄
広島県建築士会前会長

以上のことから、グローバルリーダー育成校 ( 仮称 ) の基

本・実施設計の設計者選定にあたり、公募型プロポーザル方

式により、技術力や創造力はもとより、機動性や柔軟性にも

優れた設計者を広く募集します。

グローバル育成校公募型建築プロポーザル説明書より抜粋

2）プロポーザル審査委員（所属・役職は当時のもの）

出典：国土地理院ウェブサイト（https://www.gsi.go.jp/）
※広島県が加工し作成

出典：国土地理院ウェブサイト（https://www.gsi.go.jp/）
※広島県が加工し作成

計画敷地
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SL QS

家具等での間仕切り

壁面

CS

Ｆ．Ｌ．Ａ.(Flexible Learning Area)
ＳＬ(Student Lounge):
オープン
ＱＳ(Quiet Space):
クローズド
ＣＳ(Class Space):
セミオープン

●１学年教室ユニットのまとまり：F.L.A(Flexible 
Learnig Area)、生徒ラウンジは授業数の増減に対応で
きる受け皿としても機能します。

管理諸室
Ｐ

Ｐ

ブリッジ

寮

寮
木造 2階建の
コンパクトな計画

校舎
接地性の高い木造平屋

車動線（職員・来客用）

車動線
（臨時用）

体育館 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

官舎

図書メディアセンター

ランニングコース
スポーツゾーンの周囲に
ランニングコースを計画
します。

メイングラウンド

サブグラウンド

校舎

みかん
広場

まなび
の庭

海水浴・
キャンプ場

グラウンドの整備範囲を最
小限に抑え、将来拡張可能
なエリアを残す計画としま
す。

既存のグランドゴルフ場は
そのまま利用可能。

校舎とグラウンド間の移動
は 1箇所にまとめます。

サマーフェスティバルでは
駐車場や、グラウンドを開
放し、行き来しやすい計画
とします。

臨時駐車場 100 台
イベント時に開放。

既存勾配を利用して観客席
とし利用します。

明確な歩車分離

地域開放ゾーン
メガソーラー

サッカー
陸上トラック
野球
ソフトボール

ハンドボール
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中庭

中庭
男子棟

女子棟
祈祷

宿舎
ＷＣ

ＷＣ ＷＣ

売店
楽器庫
準備室
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カウンセリングルーム
インターナショナルスクール
では重要。
様々なケアができる十分な広
さを確保。

可動ステージ
アリーナに可動ステージを設
置。倉庫を側に設けることに
より搬出入をスムーズにおこ
なうことが可能。

キャリア支援センター
多様な進路相談に対応するた
め十分な面積を確保。

会議室
中小様々なサイズに対応でき
るように可動間仕切りを採
用。

職員ラウンジ
外部テラスに面し開放的なラ
ウンジとする。また、スポー
ツゾーンに目を配ることがで
きる配置とする。

厨房
様々な宗教、アレルギーに対
応するため十分な面積が必要

官舎
学校の敷地外か
ら直接出入りが
可能。

将来生徒数の増加などを考慮
し、増築可能なエリアを校舎、
寮ともに確保。

和室
周囲に日本庭園を設え、日本
の文化・作法を学ぶ場。

観察の森・池
サイエンスセンターの近くに
計画し、理科の授業に利用。

テラス
テラスを設け、屋外にも多様
な居場所をつくる。

散策路
島の豊かな気候に合わせ様々
な種類の植栽を植え、季節の
移り変わりが感じられる散策
路を計画。

寮
男女のエリア分けをエントラ
ンス（事務室）により明確化。

みかん広場
学校の中心に顔となる大きな
広場を計画。周囲にはみかん
の木を植樹する。

保健室
アリーナ、グラウンドから近
い位置に配置。

連携

６：トータルコストの適正化 /環境負荷低減５：自然エネルギーを最大限利用する瀬戸内の気候に合った環境建築

３：安全・安心でコスト・工期を踏まえた構造計画

１: 教育カリキュラムの空間への翻訳・国際バカロレア・ディプロマ・プログラム（ＩＢＤＰ）に即した学習環境

２：地域開放とセキュリティの両立

３：教育の場ともなる木の温もりのある「みんなの家」

２：多様な活動を支える計画のポイント

３：気候風土を踏まえた安全性の確保
　（防災計画）

（ア）学校づくりについて （イ）配置計画について （ウ）施設計画について （エ）施設整備方針について
１：フィールドと建築でつくる豊かな屋内外の環境１：多様性を支える「クラスター」と「コネクター」

２：様々な要望を反映しやすい「クラスター」と「コネクター」

３：大崎上島で学ぶ（地域との交流・環境共生エコスクール）

１：コスト管理の徹底 /室の重ね合わせ精査による建築コンパクト化検討

４: 相互に連携のしやすい配置と距離感（平面ゾーニング）

フィールド：オーガニック（有機的）
柔らかな屋外空間でスペースを面的につなぎ、内外に様々な学習環境と居
場所をつくります。自然豊かな地域の環境を生かして、自然との触れ合い、ス
ポーツ、休息など、多様なアクティビティに満ちた屋外スペースをつくります。

　各機能毎のまとまりである「クラスター」とそれらを面的につなぐ「コ
ネクター」の考え方により、多様な人々のアクティビティに対応した様々
な居場所をつくり、多様な人々の交流・協働が自然と生まれる環境をつく
ります。

　日本を考えるには、世界を考えなければなりません。また、日本人だけで考えていても仕方がありません。世界は益々混沌として
いますが、そのような状況下で「教育」が、未来に繋がると信じること。小さな街のような学校を旧ソ連と中国の国境地帯につくる、
というプロジェクトに関わり続けている私たちには、そのリアリティと困難さ、一方で広島／瀬戸内海という恵まれたコンテクスト
と敷地の意味がよく分かります。「グローバルリーダー育成校」は、確実に成功させなければならないプロジェクトです。豊富な学
校建築の経験を生かし、私たちが提案する建築がその一助となることを望みます。

寮断面イメージ

回廊と中庭イメージ

教室ユニットイメージ

カフェトリウム , カフェテリアイメージ

校舎断面イメージ

様々な世代や世界の背景の垣根を超えた
多様なアクティビティに満ちた場所の創造

明快で日常的に利用する動線
を避難動線とする
防災備蓄庫の確保
鉄部のステンレス採用
電気室の室内化
防風林の計画
砂塵対策となる舗装検討
防災備蓄、電気室等の基幹設
備の２階設置を検討
非常用発電設備の設置
太陽光発電等の自然エネルギーを利用
したインフラのバックアップ検討
メガソーラー：音調査により
対策検討
コスト比較を踏まえた強固な
基礎計画
高強度な構造計画

　広島県内の木材や石材等の自
然素材を積極的に活用し、手触
りや木の香りのある学校をつく
ります。積極的に木造化を行い、
広島、大崎上島を世界へ発信す
る学校を目指します。内部壁仕
上げは掲示可能な素材とするな
ど、教材として活用します。

　庇や縁側など日本建築の自然への構えをふまえて、温暖少雨な瀬
戸内の気候に合った自然採光・通風を生かした、自然エネルギーを
最大限活用する環境建築をつくります。様々な環境配慮計画がその
まま教材となるよう「見える化」を図ります。

４：広島の木材や石を活用した
　　「世界へ地域を発信する学校」

２：工期短縮計画 /平成 31 年４月開校を必ず実現する工事工程計画

●計画・建設時の環境負荷・コスト低減

俯瞰全体イメージ

●構造イメージ（教室棟）

掲示壁イメージ

図書・メディアセンターイメージ

みかん広場イメージ

寮ユニットイメージ寮中庭イメージ

スケール
メリット
を生かす

地産地消
外構

躯体・工法

適正な寸法、工法、仕様、設備、デザインとして工
事費を抑え、無駄の無い計画とする
使用材料・機器の汎用品採用、構成部材・メーカーの
統一により工事費を抑える（維持管理費も効果あり）
合理的な躯体工事、プレファブ化等による工期短縮
地域産材を活用し運搬の少ない計画
工事発生残土を敷地内の外構計画に利用し、残土処
分費低減と搬出車両の騒音、CO2 削減に配慮する

●運用時の環境負荷・コスト低減
自然
エネルギー
利用

熱負荷軽減

高効率化

維持管理費

省エネ化

自然採光による照明エネルギー削減
自然通風、日射遮蔽による空調期間の短縮
太陽光発電・蓄電池による創エネ
地中熱 /太陽熱の空調利用
井水利用・雨水利用
ダブルルーフ、高断熱化
照明の LED 化、人感センサー、利用制御など
節水型衛生器具の採用
空調・換気の全熱交換器採用
BEMS 導入による光熱費の見える化
高耐久性・省メンテナンス材料の採用
設備ルートの最適化による更新のしやすさ

パターンＡ
すべて完成
を目指す

パターンＢ
初年度利用しない寮と高
校の内装工事を後工事と
する。音の少ない工事の
みとして学校活動中の工
事に配慮。

●適材適所の構造：基本的に木造とし、回廊等一部ＲＣ造として耐火性にも配慮
●基礎：木造化で基礎の負担を減らし、コスト低減。地盤調査の上、地盤・柱状改良、杭基礎を選定。
●施工性（工期とコスト）：流通一般材を用いた在来工法を基本とする。同様のシステムの反復と
して工期とコストに配慮。
●島の技術を活用：木江地区の木造５階建てなど、島の職人さんの木造船の技術を生かす。

・「みかん広場」に面してメディアセン
ター・カフェテリア等を配置。他校と
の様々な教育イベントを行い連携を強化。
・寮と校舎の連携しやすい距離。
・寮とコミュニケーションセンター間
の移動に配慮。
・敷地全体を見守る管理棟。
・西側のスポーツゾーンは海水浴場と
も連携してイベントに開放。
・アリーナ（体育館）はスポーツゾー
ンの近くに配置。

配置イメージ 平面イメージ

　検討を進める中で様々な条件変更が予想されるため、それらを柔軟に反
映し、発展していける骨格の提案です。

　敷地中央に設定した地域開放ゾーンや
その象徴である「みかん広場」により、
地域の方々との交流がしやすい計画とし
ます。
　大崎上島の温暖少雨な環境に合った自
然採光・通風を生かし、建物がそのまま
教材となるエコスクールを実現します。

　「クラスター」と「コネクター」の考え方は、短い設計期間の中
で後戻り無く様々な要望を反映できる骨格です。工事においても、
分離発注も視野に入れ、ある程度工事区分を分割し同時並行で工
事を行える計画として工期短縮を図ります。
　基本的には開校時にすべての建物が完成している状態を目指し
ます。一部後工事となる場合は明快な工事ゾーン分けを行い、安
全で快適な学校生活を確保します。

・コンパクトな建築として整備範囲を抑えます。
・廊下型ではなく、スペース連結型とすること
で共用部面積を縮小し、コスト縮減を図ります。
・同じシステムによる計画でスケールメリット
を生かした計画とします。
・必要諸室を精査し室の重ね合わせを行い、建
築をコンパクト化します。

・音楽室→カフェトリウムを使用とし、楽
器庫・準備室・小スタジオのみ
・職員室→管理棟ではラウンジ機能に絞り、
教室ユニットの教員スペースを充実させる
・体育館ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室→カフェ
　・・・などなど

建築：アーティフィシャル（人工的）
明快なゾーニングで機能的な計画とします。小さな建築の集合体
として、周辺環境に調和した景観をつくります。

寮

管理

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

●敷地全体 ●寮 ●寮ユニット

●校舎 ●教室ユニット

●構造の切り分けイメージ

●工事工程イメージ

・検討例（サイエンスセンター） ・その他の例

体育館
みかん広場

校舎

中 高

アート まなび
の庭

F.L.A.

リビング

個室
水回り

教室ユニット

回廊

クラスター（校舎・寮）
コネクター（みかん広場）

クラスター（各棟）
コネクター（まなびの庭
　　　　　　　　　・回廊）

クラスター（ネイバーフッド）
コネクター（中庭・軒下） クラスター（個室・水回り）

コネクター（リビング）

クラスター（教室ユニット）
コネクター（F.L.A.）

メディア
サイエンス

中庭

中庭
中庭

中庭

ネイバーフッド
（4~5 の寮ユニット
の集まり）

●室の重ね合わせによるコスト低減検討

・オープンな空間で相互干渉を
　起こさない音環境計画の徹底
・ユニバーサルデザインの徹底
・フレキシブルで機能的な
　オフィス環境
・ユビキタスなＩＣＴ環境の充実

　特別教室型や教科教室型、そのハイブリッド、国際バカロレア・ディプロマ・プログラムにも対応可能な空間構成とします。

　様々な生活単位に適した領域を段階的に設けて、集団生活の楽しさと、プライバシーの確保を両立できる生活環境
をつくります。機能的で木の温もりのある落ち着いた「みんなの家」をつくります。

●相互に干渉しない複数の授業スペースの確保
　特にＩＢＤＰでは授業展開数が多くなるため、相互に干渉
しないで授業が行える複数の授業スペースの確保が重要です。

●自由度が高く柔軟な空間 /一体的な家具計画●教育プログラムを成立させる人数に対応した空間
　設計の初期段階で教育カリキュラムとプランの詳細検
討を行い、面積縮小とカリキュラム対応を両立させます。

●プランの柔軟さ
プラン変更例：メ
ディアセンターを
校舎の中央に配置
し、コミュニケー
ションセンターを
回廊に接続した場
合の案

●増築のしやすさ
考え方を継承しな
がら将来的な増築
にも対応しやすい
増築のしやすい計
画

メディア
増築部分

みかん広場

みかん広場

コミュニケーション
ｾﾝﾀｰ

コミュニケーションセンター

体育館

体育館

管理諸室

管理諸室
アート サイエンス

中
ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝﾗﾎﾞ

高

寮

メディアセンター

メディアセンター

駐車場
コミュニケーションセンター

●みかん広場に多様なアクティビティがあふれ出す

寮：木造、分棟
アリーナ：キャットウォークレ
ベルまで鉄筋コンクリート造
厨房：鉄筋コンクリート造を検
討
回廊：鉄筋コンクリート造
校舎：木造

庇：夏の日射遮蔽、
冬は取り込む

樹木による緑陰効果

自然通風による快適
な室内環境

自然採光・通風
による空調期間
の短縮

強風による砂塵を避け
る上部窓による換気

上部高窓：建物
中央部に採光・
通風を確保

居住域空調ビオトープによる環境学習

太陽熱集熱に
よる空調外気
負荷軽減

太陽光発電
による創エネ

理科メディア

準備
準備教室

教室
教室 教室

教室

理
科
メ
デ
ィ
ア

実験室を２つにまとめ、座学は教室ユニッ
トで行う設定とし、教室を１つ減らす。

塩害

海風

津波
台風
ゲリラ豪雨

音

液状化

地震

避難計画
1 次セキュリティライン
（敷地境界）

0次セキュリティライン
（島のコミュニティ）

地域開放ゾーン

2次セキュリティライン
（地域開放ゾーンまで）：

3次セキュリティライン
（寮の男女区画）

校舎

大人の目によるチェック

ゲートゲート
みかん広場

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ
体育館

管理諸室

地域全体での密な人の繋がり

寮
緑地帯、水路、フェンス、
ゲートによるセキュリティ

緑地帯、フェンス、ゲート
によるセキュリティ
校舎：事務室・職員室によ
るチェック
寮：事務室によるチェック

来客用駐車場からスポーツゾー
ンまでを地域開放ゾーンに設定

事務室による男女別の受付
によるチェック。緑地帯に
よるセキュリティ。

マスターハウスは
個別出入可能

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

中１・２・３
高１
高 2・3
（ＩＢＤＰ）

●カリキュラムから読み取る必要な普通教室授業スペース
最大授業数（人数）
6教室(25＋25ｘ3学年)
3教室（25＋25＋20）
7教室（20+20+10+10+24+23+23）火曜４限
7教室（30+30+20+20+10+10+10）木曜５限

最大人数
25＋25ｘ3学年
35+35（ﾎｰﾑﾙｰﾑ）
35+35（ﾎｰﾑﾙｰﾑ)

軟さ
：メ
ーを
配置
ケー
ーを
た場

増

・高２・３で合わせて最大７つの授業スペースが必要。
・高校では最大 35 人が２集団ﾎｰﾑﾙｰﾑを行えるスペースが必要。
※教科教室型も想定し、平面イメージでは中学棟も同じ構成としているが、
今後のカリキュラムとプランの同時検討により面積縮小できる可能性がある。

・寮：校舎と近い配置として授業が無い
生徒が一時、寮に戻り学習を行うことも
考慮。
・メディアセンター、カフェテリア、カフェトリウム
は授業利用も想定したスペースを確保。
・複数の授業スペースの確保：
（教室ユニット＋F.L.A で 22 箇所確保）
ＩＢＤＰでは授業数に対応した空間の確
保が重要。移動空間をＦ．Ｌ．Ａ. とし、面
積増を無くす。

回廊：ＲＣ造

ＸＹ方向の耐力壁

構造コア
（教材庫・ＷＣ等）

大スパン部分：
大断面集成材や流通材を
用いた組梁など検討

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

2 人・4人部屋：
プライバシーを
確保できる間取
り。十分な収納。
留学生で身長の
高い人にも配慮
しベッドサイズ
を大きく確保。

カウンター：気
配を感じながら
一人でもいられ
る距離感。

リビング・ダイ
ニング：授業に
も使える 10 人
掛けのキッチン
付 き 大ﾃｰﾌﾞﾙ。
ネイバーフッド
間は行き来可
能。

共用和室：ネイ
バーフッド毎に
設けた和室。

テラスや緑地、散策路など、屋外 / 半
屋外空間を充実させ、新自然的な環境
をつくります。建物まわりに設けて内
外の連続性が高い空間としながらコン
パクトな整備範囲とします。

　県産材を用いた木造化を積極的に検討し、地域に愛される木の温かみのある学校をつくります。

1F 平面イメージ
リビング

４人部屋 水回り共有和室

ダイニング

CS F.L.A. 回廊

リビング・ダイニング ２人部屋

中庭

２F平面イメージ

４人部屋

吹抜

２人部屋

１つの寮ユニット（１０人）を示す

・内外の連続性が高い新自然的な活動領域

事務
ゲート（男子）

中庭

中庭

中庭
中庭

ゲート（女子）

男女区分の明確化

中庭を
囲む
リビング
で交流

ふたつの中庭によるまとまり

ネイバーフッド：
４～５ユニット
のまとまり

大崎上島の風景を楽
しむ 2・4人部屋

●教室ユニットまわり平面イメージ Ｆ．Ｌ．Ａ.(Flexible Learnig Area)：
移動空間と一体となった学習・休息スペース。
大小様々な居場所のある自由度の高い空間。
ＳＬ(Student Lounge)（オープン教室）：
生徒交流スペース。F.L.A. と連続して計画し、
最大３５人の授業・ホームルームにも対応可能。
可動家具等で大小様々な学習スペースに可変。
授業利用の際にＣＳやＱＳの授業の移動と干渉
しない動線計画。
ＣＳ(Class Space)（セミオープン教室）：
最大 35 人に対応。ＳＬとゆるやかに分節され、
同時に授業を行っても干渉しない空間。
ＱＳ(Quiet Space)（クローズド教室）：
クローズドな音環境で授業に集中できる最大 25
人のスペース。特に言語授業において使用を想
定。コンパクトな授業を重視し、35 人利用が想
定されるﾎｰﾑﾙｰﾑはＳＬとＣＳで行う想定。
ＬＲ（ロッカー）：
家具で仕切られた少人数で学習・休憩すること
ができるスペース。
ＡＬ（アルコーブ）：
少人数で学習・休憩することができるスペース。
ＰＣコーナー：
直ぐに調べもの等ができる環境。
ＴＳ（Teacher's Space）:
身近に教員スペースを設けて相談等がしやすい計画。
屋外テラスや様々な庭：
建物内外を横断して授業活動が展開。屋外黒板
壁で外部も教室となる。

テラス

外の教室

テラス
F.L.A.

F.L.A.

ＡＬ

ＡＬ

ＡＬ

ＴＳ

ＴＳ
ＴＳ

ＱＳ

ＱＳ

ＱＳ

ＣＳ

ＣＳ

ＣＳ

ＳＬ

ＳＬ

ＳＬ

中庭 回廊

教材

教材

教材

トイレ
・倉庫

ＬＲ

ＬＲ
ＬＲ

高１：教室ユニット４
高２：教室ユニット 5

高３：教室ユニット 6

テラス

テラス

　教室ユニットは「オー
プン」「セミオープン」
「クローズド」の３つの
性格の異なるスペース
でつくります。相互に
干渉しない視線 / 音環
境とし、建築平面と可
動家具の組み合わせで、
自由度が高い空間をつ
くります。

まなびの庭

コラボレーション・ラボ

準備室

観察の森

理科室
理科メディア

理科室 理科室

理科テラス

ＱＳ

ＱＳ

ＱＳ

ＱＳ

ＱＳ

ＣＳ

ＣＳ

ＣＳ

ＣＳ

ＣＳ

教材庫

教材庫

教材庫

ＬＲ

ＬＲ

ＬＲ

ＬＲ

ＬＲ

ＳＬ

外の教室

ＳＬ

ＳＬ

ＳＬ
ＳＬ

Ｆ.Ｌ.Ａ.

Ｆ.Ｌ.Ａ.

Ｆ.Ｌ.Ａ.

昇降口

司書 学習室

メディアホール

準備室

図書テラス

和室

図書・メディアセンター

サイエンスセンター

みかん広場

体育館

管理諸室

寮

アート＆クラフトセンター

コミュニケーションセンター

カフェトリウム

カフェテリア
売店

家庭科室

準備室

音楽室

小体育館

ミーティング室

トレーニング室

アリーナ

保健室

カウンセリング室

職員室

事務室玄関ホール 職員玄関

面談室

会議室

職員ラウンジ

栽培用畑

美術室 準備室 技術室 応接室
校長室

創作テラス

みかん園

ブリッジ

キャリア
支援センター

スタジオ

事務・休憩室

浴室

宿直室

祈祷室

中庭 中庭

中庭

祈祷室

教材庫

教材庫

教材庫

ＣＳ

ＬＲ
ＳＬ

ＱＳ

浴室

回廊

© C＋A・土井建築設計共同体CAn
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第 4章　広島型プロポーザルの成果
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1963 年
1987 年
1987-1988 年
1988 年
1998 年
2006 年
2009 年

岐阜県生まれ
東京電機大学工学部建築学科卒業
東京電機大学　阿久井喜孝計画研究室　設計補助
株式会社シーラカンス一級建築士事務所　入社
株式会社シーラカンスアンドアソシエイツ（C+A) に改組
  大同工業大学工学部建築学科　准教授
大同工業大学工学部建築学科　教授

設計者：C＋ A・土井建築設計共同体 CAn ※土井一秀の経歴は県営吉島住宅参照

設計担当者：宇野亨（CAn パートナー）

瀬戸内の豊かな自然の中で暮らし、学ぶ学校
　この学校は、広島県の大崎上島に計画された全寮制の中高

一貫教育校である。国際バカロレア・プログラムや国際協働

型プロジェクト学習などに取り組み、高校からは海外の学生

も受け入れている。国内外の大学進学はもちろん、将来、地

域や世界の「よりよい未来」を創造できるリーダーを育成す

るための学校である。

　この学校にはふたつの敷地がある。海側にグラウンド、陸

側に緑に包まれた校舎と寮があり、瀬戸内の豊かな自然に恵

まれた環境がこの学校の魅力である。校舎のある敷地は、約

6.5 万㎡の大きな更地だったので、「みかん広場」「学びの庭」

「生活の庭」と呼ぶ、建築で囲んだスケールの異なる中庭を

設けた。学校と寮の活動単位に適したこれらの中庭を核とし

て校舎と寮を配置し、敷地の 9割近い外構は、瀬戸内の潜在

的自然植生を考慮した野生の庭のようなフィールドとした。

また、島の人びとと学生たちの交流が様々な場面で生まれる

ように、学校の中心にある「みかん広場」から海水浴場まで

を地域開放された遊歩道で繋いでいる。

　広島の歴史的な文脈を踏まえると、国内外の学生たちがこ

の島で一緒に暮らして学ぶ意義は大きい。広島県が教育改革

に挑む新設校だからこそ、教育プログラムと各教室のチュー

ニングに幅を持たせた空間構成が必要だと考え、教科セン

ター方式と特別教室型のいずれでも授業運営ができる計画と

した。襞（ひだ）の多い雁行配置の教室棟は、大きな木製引

戸を開け放すと、内外が入り交じった半屋外の環境となる。

さらに、瀬戸内の温暖な気候を生かした大きな庇下の縁側や

「学びの回廊」等の渡り廊下は、学生一人ひとりが物事の本

質と向き合える余白のような空間として位置づけた。学生が

初めて一人暮らしをする寮は、成長過程に応じて選択できる

個室と 2人部屋で構成した 10 人単位のユニットと、50 人単

位のハウスという段階的な生活のまとまりを与えている。こ

のような思考から導き出した建築は、各機能のまとまりであ

る「クラスター」とそれらを繋ぐ「コネクター」で構成して

いる。この空間構成は、設計と並行して検討された教育プロ

グラムのさまざまな要望を、クラスター単位で柔軟に反映さ

せやすく、増築にも対応し易い骨格になっている。

　瀬戸内の島で 6年間学び、暮らした学生たちが、やがて

地域や世界を開拓し続けるフロンティアとして旅立ち、ふる

さとの島にその実りをもたらせてくれる日を楽しみにしてい

る。（宇野亨 /CAt）

豊田市役所藤岡支所・豊田市藤岡交流館 ,Aichi(2019)撮影：上田宏 あぶくま更生園 ,Fukushima(2015)　撮影：トロロスタジオ 風の街みやびら , 撮影：上田宏
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広島県立広島叡智学園中学校・高等学校   
撮影：上田宏

撮影：上田宏 撮影：上田宏

撮影：上田宏 撮影：上田宏

撮影：上田宏

撮影：上田宏

撮影：上田宏


